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蟲塚と昆虫標本館

企画調整部 情報資料課

虫塚

かつて、日本人の心はやさしさに満ちていま

した。農民にとって命に等しい稲を食い荒らし

た、憎んでも余りある害虫を駆除しながらも、

これを供養するという人々の心。この思いが虫

塚に現れています。

古くは、天保 （ ）年に建立された敦賀7 1836

市色ケ浜の本隆寺開山堂の横にある善徳虫塚が

あります。その昔、小浜の国富庄で善徳と呼ば

れる虫がわきました。秋稲を食い枯らす害虫で

す。善徳という呼び名のクロカメムシがこの一

帯に発生したのです。大量に捕獲殺生した虫の

、 。霊を供養するため この碑が建てられたのです

天保 （ ）年、害虫防除の方法を記し10 1839

た虫塚の碑が、梯川を望む小松市の竹林台に建

てられました。この塚には、藩政時代に大量に

発生したウンカが供養されています。ウンカの

発生があるたびに、農民はこの防除法に学びな

がら稲の敵を駆除していたのでしょう。この虫

塚が建てられて、 年もの歳月が経過してい164

ます。

伊勢長島藩主の増山正賢（雪斎）がなくなっ

た 年後の文政 （ ）年にも、虫塚が建立2 4 1821

されています。彼は文雅風流の士で、よく虫を

愛で写生し、その亡骸を小箱に納めて埋め、供

養を怠らなかったといわれています。

時は移り、こちらは近代科学を追究する筑波

研究学園都市。この都市の農業環境技術研究所

の巨大な 階建ての研究棟本館の裏玄関をでた5

右側の一角に、花こう岩でできた蟲塚が立って

います。食料の生産をめざして、科学的な事実

を追求した人間の犠牲になった虫たちの墓標が

ここにあります。この蟲塚のいわれは一体何で

しょうか。当所の先輩である梅谷献二氏の報文

「インセクタリウム 年 月Vol.23 No.2 (1986 2

」 、 。号 を参考に その経過を追ってみましょう)

この蟲塚を建てたのは、この研究所の前身で

ある農業技術研究所の昆虫科ゆかりの人たちな

のです。東京都北区西ヶ原にあった農業技術研

、 「 」 、究所は その地名から 西ヶ原 の名で知られ

日本の応用昆虫学の中心的存在でした その 西。 「

ヶ原」にあった研究所が 「筑波」に移転して、

、 、間もなく 組織改変があって旧来の名前が消え

昆虫部門の研究は新設の農業環境技術研究所環

境生物部昆虫管理科に発展的に移行することに

なりました。しかし、一世紀近くに及んだ伝統

の「西ヶ原」の名が消え、関係者には一抹の淋

しさが残りました。

この蟲塚は、主の供養と「西ヶ原」をしのぶ

よすがとして建立されました。塚は重さ約 ト3

ンの地元の筑波石で、表には「蟲」の一字が彫

。 「 」 、られています この字は 西ヶ原 の大先輩で

京都大学名誉教授の石井象二郎先生の筆になる

もので、先生は斎戒沐浴、襟を正してこれを揮

毫したとうわさされました。

農業環境技術研究所の蟲塚

所 内 ト ピ ッ ク ス
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、 「 」 。 、ムシは 今では 虫 と書きます かつては

「 」 。 。蟲 でした これらはもともと別の字でした

「虫 （キ）はへびを描いたもので、マムシが」

伏している形をかたどった形象文字で、貝、ヘ

ビ、カエルなどを含めた広義のムシを意味して

いました。これに対して 「蟲 （チョウ）は、、 」

虫を三つ合わせて有足の昆虫類を表した会意文

字で、転じていろいろな動物を表します。です

から古い本をみると みごとに 爬虫類 昆蟲、 「 」「
・ ・

類」と使い分けられています。というわけで、

この蟲塚にまつられているのは広義のムシなの

です。

梅谷氏いわく 「この現代に今さら虫塚とは。

何事ぞ―などとヤボなことは言わずに、読者の

皆さんも機会があれば、ぜひこの虫塚を前に、

多くの虫たちの命をうばった罪業を反省される

ことをおすすめしたい。虫塚は関係者の手をは

なれ、国有財産としてすでに登録されている。

来られる方の宗教は問わない。国有財産である

この虫塚はもちろん 無宗派 なのである。ま“ ”

た、毎年 月にこの虫塚を囲み、虫にゆかりの6

人ならばだれでも参加できる虫恩会（虫の恩義

に感謝する有志の会―仮称）を開催することも

計画されている 」と。ちなみに （独）農業。 、

環境技術研究所になってもこの大きな花こう岩

、 。の蟲塚は 当所の財産目録に登録されています

なお、蟲塚についての詳しい情報は、当所のホ

ームページ（ ）の「情http://www.niaes.affrc.go.jp

報：農業と環境」の 号をご覧ください。27

昆虫標本館

さて、蟲塚の背後に細長い 階建ての別棟が2

。 。 、あります これは昆虫標本館です 春になると

色合い豊かなツツジがこの標本館の玄関を飾り

立てます。明治 年（ ）に農事試験場に32 1899

昆虫部が設立されてから、これまで長年にわた

って収集されてきた昆虫標本が、 、 階にと1 2

ころ狭しと保存されています。その数は現在約

万点にものぼります。そのうえ、 種に120 500

1およぶホロタイプ標本も保管されています。

階は研究現場のオフィスも兼ねているので雑然

2としていますが 研究の熱気が感じられます、 。

階はまさに標本館そのもので、無機的なスチー

ル製のロッカーが整然と並び、その中には無数

の標本が眠っています。

昆虫標本館といえば、チョウ、トンボ、クワ

ガタなどの大形美麗昆虫や珍奇昆虫などを展示

するための館、もしくは単なる趣味として集め

られたものを展示する館と思いがちでしょう

が、この標本館の標本は、そのような意図で収

。 、集されたものではありません ここでの標本は

基本的には形態情報に基づく分類研究の材料と

するため、あるいは種の同定の参照標本とする

ために保管されています。さらに形態情報以外

にも、その昆虫の分布、食性、発生時期、採集

当時の環境条件、 など、標本から抽出でDNA

きる情報を多岐にわたり保存しているので、工

夫次第で様々な研究に利用することができま

す。乾いた が保存されているのです。DNA

この標本館ができるまでの流れを紹介しまし

ょう。当所の母体である農事試験場が設立され

たのは、明治 年（ ）です。設立 年後26 1893 6

の明治 年（ ）には、昆虫部が設けられ32 1899

ました。この昆虫標本館には、昆虫部が設立さ

れて以来の標本が蓄積されています。農事試験

場は昭和 年（ ）の機構改革により農業25 1950

技術研究所となりました。

その当時は標本を保管するための部屋がな

く、標本は標本箱に入れられ研究室のなかに雑

然と同居を余儀なくされていました。西ヶ原に

あった農業技術研究所は、昭和 年（ ）54 1979

に筑波学園都市へ移転しました。この移転にと

もなって標本館が建てられたのです。

標本館の内部は、病理と昆虫関係のスペース

に分かれています。昆虫関係のスペースは昆虫

分類標本室 室、昆虫液浸標本室、タイプ標本3

室、生態・依頼同定標本室など ㎡の広さが380

あります。平成 年（ ）には、この館に隣5 1993

接して環境資源分析センターが建てられ、その

階に新たに ㎡の昆虫標本保存室が設けら2 220
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れました。これが現在の昆虫標本館の姿なので

す。

現在、昆虫標本館には 台で大型ドイツ型標1

本箱 個が収納できる標本ロッカーが 台44 248

設置されています。他にもタイプの異なる標本

ロッカーが、また研究本館の研究室にも若干の

標本ロッカーがあるので、それらを含めると全

体で約 箱の標本箱を収納できる設備が12,000

あります。 箱あたり平均 点の標本が納め1 150

られると仮定すると、約 万点の標本を保管180

できることになり、現在すでに約 箱に標7,000

本が納められているので、現有の乾燥標本数は

万点余りと推定されるのです。100

、 、 、これらの標本以外に 三角紙標本 液浸標本

プレパラート標本があります。これらを合わせ

ると、所蔵標本は約 万点にのぼります。120

所蔵コレクション、ホロタイプ標本、同定依

頼標本、証拠標本など所蔵標本の内容、標本館

の利用状況などの詳細については、当所のホー

ムページ（ ）の「情報http://www.niaes.affrc.go.jp

：農業と環境」の 号をご覧ください。34

徒然草では 「心は縁にひかれて移るものな、

れば・・・・」とありますが、時が移り、人が

変わろうとも、蟲塚はこの場所に厳然として実

在し、標本館はひとびとに情報を提供し続ける

でしょう。蟲塚も標本館も農業環境技術研究所

とともに永遠に不滅であってほしいと思いま

す。
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一 般 公 開

平成15年４月16日（水）10時～16時

統一テーマ「次世代につなげよう 豊か
な大地と環境」のもとに、研究成果をパ
ネル展示及びセミナーを開催し、一般の
方や児童・生徒にも解りやすく説明しま
す。

なお、所の紹介ビデオの放映、小松菜
の試食と麦茶のサービスを行っています。

また、来所記念として野菜と花の苗の
お土産を用意しております。

さらに、圃場では小松菜とホウレンソ
ウの収穫体験もでき、収穫した野菜はプ
レゼントしますので、お誘いのうえご来
所ください。

① 研究成果パネル展示
② 昆虫展示および体験コーナー
③ セミナー

温暖化したら農業はどうなるか
・おコメはどうなる？
・世界の農業は？

④ 土壌モノリス館（土の標本）

交 通

・ 常磐線牛久駅下車JR
⇒路線バス 筑波大学中央行

筑波大学病院行
谷田部車庫行

農業環境技術研究所前下車
徒歩３分

・東京駅八重洲南口
⇒常磐高速バス「筑波山行」にて

農林団地中央下車 徒歩 分10

一般公開についてのお問い合わせは、
℡ （情報資料課）まで029-838-8197
お願いします。

11:00 11:45１回目 ～
14:00 14:45２回目 ～
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